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1年 Ｆ．Ｙ さん  後期前半の思い出や頑張ってきたことを振り返ります。 
一つ目は勉強です。１年生も後半に入り、最初より難しいものも増えてきたように感じます。また、定期テストや基

礎学力テストなどをする中で、自分の得意な教科と苦手な教科がはっきりしてきました。家庭学習ノートでは、毎回
同じ教科に取り組むことが多く、苦手な教科はあまりやることがありませんでした。テスト前は、ワークを１度解いたら
それで終わっていました。しかし、２年生に上がればもっと勉強も難しくなり、できない教科も増えるかもしれません。
まずは１年生の基礎をしっかりできるように、冬休み中はバランス良く学習に取り組んでいきたいです。冬休みの
ワークも繰り返し解き、休み明けテストで、自分の目標点数を取れるように頑張っていきたいです。 

二つ目は部活動です。中学校の練習は小学校と違って大変だけれど、とても楽しく、学べることもた
くさんあります。今年の夏はスコアラーとして頑張りましたが、来年はもっと試合に出て活躍したいで
す。そして、夏の総体で全県大会に出場するために、冬の練習をしっかり頑張って、技術面でレベルアッ
プしたいです。そのために、家でできる自主練習にも励み、体力をもっとつけたいです。 

この冬休みは、勉強と部活動に加えて、家の手伝いも今まで以上に頑張っていけるようにしたいで
す。後期前半の振り返りを生かして、充実した冬休みを送りたいと思います。  

早いもので、令和6年も残すところあと1週間となりました。

昨年度のこの時期はインフルエンザが流行し、学年閉鎖等も

ありましたが、今年度はここまで大きな感染症の流行はなく、安

心しております。このままみんな元気に冬休みを過ごしてくれる

ことを願っています。 

12月26日(木)～1月13日(月・祝)は、大仙市の小中学校

の冬休みとなりますが、その区切りとなる本日12月25日(水)に「冬休み前集会」を行いました。集会では、各学年

の代表が前期前半の振り返りや今後の抱負などを発表してくれました。その概要は以下に紹介していますが、一人

一人が自分にふさわしい冬休みの過ごし方をよく考えていることが伝わる内容の発表でした。 

  校長からは「冬休みは後期の折り返し地点と言えるが、冬休みが明けると3年生は

卒業まで8週間足らず、1、2年生も9週間ほどで修了と、折り返し後のゴールは目の

前に迫っている。冬休みは、改めて時間を大切にすることを意識して生活してほしい」

こと、「“一年の計は元旦にあり”という諺があるが、それぞれ休み前に立てた計画を

しっかり遂行して後期後半につなげてほしい」ことなどをお話ししました。 

  明日から3週間弱の休みとなりますが、生活のリズムを崩さないように留意しながら

健康的に過ごし、それぞれの計画がしっかり遂行できるよう努力してほしいと思います。 

冬休み前集会で、各学年代表の生徒が発表してくれた概要を紹

介します。 

2年 Ｓ．Ｅ さん  私が冬休みに頑張りたいことは三つあります。 

一つ目は勉強です。私は、後期中間テストで目標点にあと少し届きませんでした。社会や理科は良かったけど、

数学がいつもより悪い点数でした。原因はテスト勉強の偏りだと思います。このようなことがあったので、冬休み

の勉強は１教科１教科しっかり考えて勉強したいです。また休み後に英検があるので、英検の勉強もしっかりや

り、合格できるように頑張っていきます。  

  二つ目は、ゴルフの練習です。冬休み中は細かい練習を重点的にします。この一年で私はゴルフでのライバ

ルが、グリーン周りやパターの技術がとても高いなと思っていました。このような技術を高めるためにコツコツと練

習していきます。来年の一番最初の大会は今まであった大会の中で一番大切な大会なので、それ

までに仕上げておきたいです。もっとうまくなれるように努力していきます。  

三つ目は家での自分の役割をしっかりこなすことです。家での私の役割はお風呂掃除や雪寄せ

です。この二つの役割を行わなかったら家族に迷惑をかけてしまうので、時間が少しでもあった

ら、二つのことを行った後に色々なことをしていきます。  

この三つのことを達成できるように冬休みの生活の計画を意識して生活していきたいです。 



10月に保護者の皆様にお願いした学校評価アンケートにつきまして、ご多用中にも関わらずご協力をいただき、誠にあ

りがとうございました。 

お答えいただいた15項目中、1２項目において「大変よい」または「よい」という肯定的な回答が8割を超えており、学校

の取組に対して十分にご理解いただけていることを嬉しく感じております。ただし、昨年度前期の調査と比較すると、肯定的

な回答の割合が減少しており、学校として改善を求められている部分も多くなってきていることは反省しております。アン

ケートにおいて「もう少し」「不十分」と回答くださった方の思いや、「自由記述」にご意見、ご提案をくださった方の声も大

切に受け止め、「学校評価対策会議」等を通しての課題解決に努めながら、今後も生徒一人一人のよさを伸ばしていける

ような学校運営を進めてまいります。 

報告が遅くなって申し訳ございませんが、今回のアンケート結果につきましては、各ご家庭にこの学校便りとともに

配付しておりますので、そちらをご覧くださるようお願いいたします。 

冬季休業中も職員は原則勤務しておりますが、12月27日(金)

～1月4日(土)は「学校閉庁日」となり、学校は無人になります。 

この期間に緊急な連絡がある場合は、校長か教頭に直接お知

らせくださるようお願いいたします。（連絡先は、先日のPTA資料

にある生徒指導部報に記載されています）特に、事故等に関わることについては、なるべく速やかにお知らせ

いただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 12月18日(水)と24日(火)のＣＴの時間を利用し、「ミニビブリオバトル」を行

いました。 

  本校では３年目となる「ミニビブリオバトル」です

が、「ビブリオ」とは、ラテン語が由来の「書物」という

意味で、「知的書評合戦」とも呼ばれています。発表

者が、お薦めしたい本の魅力を決められた時間内で

紹介し、ディスカッションの後、聞いていた人たちの投票で「一番

読みたくなった本」（チャンプ本）を決めるというものです。 

  今年は、学年ごとに行いました。18日は、生活班ごとに同時に

進められましたが、様々なジャンルの本が持ち寄られ、発表者が

選んだ本について、その内容や魅力を熱心に伝えたり、その発表

に真剣に耳を傾け、感想を述べたり、詳しい内容について質問し

たりしている生徒たちの姿が見られました。24日は、各班のチャ

ンピオンが学年みんなの前で発表し、ディスカッションするという

形で行われ、最終的に各学年のチャンプ本を決めました。 

  学校では、朝のＣＴでも読書を行っていますが、家で過ごす時間が多くなる冬休みを前

に、新たな本との出会いのきっかけになってくれればと思います。また、本校図書館の本は、

生徒を通じてご家族の皆様にも貸し出ししておりますので、よろしければご利用ください。 

1日目（18日）の様子 

3年 Ｔ．Ｒ さん  来年の三月には高校受検があり、頑張ろうという気持ちが日々強くなっています。そこで私が心が

けていることを二つ発表します。 

一つ目は、学習面の強化です。毎日勉強していても、計画性がしっかりしておらず、集中しにくくなってしまいました。そ

こで、目標を先に決めてから、問題集やテストを受けるなどして、内容を正確に覚えられるようにしました。特に、苦手な国

語では、解答の解説をしっかりと読んで見直しをしています。得意な数学でも数字を大きく書いて計算したり、求めた答え

を確かめたりというように、ケアレスミスに気を付けています。他にも、自分の机の上を整理しています。そうすることで、教

科書や問題集が置きやすくなり、勉強に取りかかりやすくなります。皆さんも試してみてください。 

二つ目はコミュニケーションでの態度の改善です。私は言いたいことがはっきり言えず、周りの状況を理

解することに難儀し、周りを困らせることがありました。このままではいたくなかったので、まず、相手の話を

よく聞き、自分も言いたいことを明確に伝えるようにすることを心がけています。来年の春から高校生活が

始まるので、このことを意識して、この先出会う友達とも交流を深めたいです。この二つのことを念頭にお

いて、受検生としての態度を示していきたいです。卒業、そして新しい高校生活を楽しく迎えたいです。  

2日目（24日）の様子 


